
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12・１月のほけんだより 

令和５年 12月１日発行 

戸塚愛児園 

 

冬場に増えるノロウイルスは、通常 10

月から２月ごろまで感染のシーズンが続

きます。ウイルスはカキやアサリなどの二

枚貝に蓄積されますが、貝類からの感染よ

り、感染者のおう吐物、排せつ物からうつ

る２次感染のケースが多いようです。 

感染すると、激しい下痢やおう吐、腹痛

があり、38度以上の発熱も伴います。今の

ところ、感染予防のワクチンや治療薬は開

発されていないため、症状が出たら水分を

補給しながら回復を待つしかありません。 

予防としては、感染例が報告されている間

は二枚貝は加熱して食べる、また食事の際

にはせっけんでよく手を洗う、などです。

ノロウイルスを殺すことはできませんが、

手から洗い流すことができます。 

感染者は症状が回復しても、その後１週

間～１か月間、排せつ物とともにウイルス

が体外に出るといわれています。発症から

１か月ほどは排せつ物に触れないように

気をつけ、触れる危険性がある場所は、塩

素系消毒剤をしみこませた布などでふく

ようにしましょう。 

ノロウイルスに要注意 しもやけは、皮膚が温度差に耐えられなくなり、

血行が悪くなることで起こります。手足を急な温

度変化にさらさないように、気をつけましょう。 

はだしのまま 

冷たい床を歩く 
フローリングやタイル 

など冷たい床の上では、 

靴下や室内履きを履く。 

気をつけよう！しもやけ 


